
令和４年度
神戸市採用説明会

（福祉職）

（説明者）こども家庭局こども家庭センター 山根
福祉局介護保険課 中島
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＜中島＞
平成24年採用 長田区保健福祉部保護課北部第１係

27年 保健福祉局総務部保護課保護係
30年 厚生労働省出向（係長昇任）

（老健局介護保険計画課企画法令係）
令和３年 福祉局介護保険課介護人材担当係長

<山根>
平成30年採用 兵庫区保健福祉部生活支援課
令和 3 年 こども家庭局こども家庭センター

家庭支援係（虐待担当）→ 支援第２係
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（区生活支援課） （こども家庭センター）
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令和４年度福祉職が配属されている職場と人数
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本庁

福祉局

健康局

こども家庭局

区役所
支所

33名

3名

123名

188名

人数：令和４年度現在
（再任用職員等を含む）



福祉職が配属されている部署

福祉局 政策課、保護課（更生センター）
くらし支援課、介護保険課、監査指導部
障害福祉課、障害者支援課、
障害者更生相談所、ひきこもり支援室

健康局 保健課、精神保健福祉センター

こども家庭局 こども家庭センター
家庭支援課、療育センター
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区役所 〔 総務部 〕

保健福祉部

保健福祉課

生活支援課
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11

・ケースワーカー

福祉事務所（生活保護等）

こども家庭センター、療育センター

・施設職員

こども家庭センター（一時保護所）

・本庁



神戸市で福祉職として働いて
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こども家庭局こども家庭センター

山根佳恵



生活保護とは
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〇目的

生活に困窮するすべての国民に対して、その困窮
の程度に応じて必要な保護を行い、（１）健康で
文化的な最低限度の生活を保障するとともに、そ
の（２）自立を助長するための制度

〇扶助項目

生活扶助 住宅扶助 医療扶助 葬祭扶助

教育扶助 出産扶助 介護扶助 生業扶助



職務内容

① 家庭訪問

② 市民の対応

③ 過不足なく保護費を支給

④ 就労指導、通院指導、社会参加を促す

⑤ 記事の作成 etc…

最低生活の保障

自立の助長 貧困の連鎖
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ケースワーカーの仕事（1日の例）
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出勤

相談応対
事務処理
電話対応
関係機関連絡調整

昼休み

家庭訪問

記録作成

退勤

8:45

12:00

13:00

17:00

1７:30

――窓口での面談や提出物の受理

――生活保護費の決定

――状況確認、相談対応

――情報共有

――生活実態の把握



こども家庭センター

●児童福祉法に基づく児童相談所

●児童福祉の行政機関

体制

・支援第１係 （インテーク・調査・虐待初期介入）
・支援第２係 （虐待・養護・非行・育成相談）

・発達相談係 （障害相談）
・判定指導係
・一時保護係

・総務係

児童福祉司、児童心理司、
精神科医、児童指導員、保育士、

看護師、保健師等



職務内容

①養護相談…保護者のいない児童、虐待されている児童、

家庭での養育が困難な児童に関する相談

②非行相談…窃盗、家出、夜間徘徊、触法及びそのおそれの

ある行為のあった児童に関する相談

③障害相談…心身に障害のある児童の療育相談や、

福祉サービスの提供に関する相談等

④育成相談…不登校、家庭内暴力、性的逸脱行動など、

児童の性格行動に関する相談
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児童福祉司の仕事（1日の例）
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出勤

援助方針会議
カンファレンス

児童・保護者と面談
心理士と情報共有

昼休み

家庭訪問 / 施設訪問

関係機関との
情報共有

児童・施設職員と面談

退庁

8:45

12:00

13:00

1７:30

――内部での情報共有、児相の方針を定める

――事実確認、助言、指導、情報提供等
⇒今起きている問題を一緒に整理する
⇒傾聴するだけでなく、具体的な助言も必要

――他機関との情報共有、連携
（生活保護CW、保健師、施設、学校等）

⇒それぞれの「見立て」から専門的所見を導く

――生活の様子の把握、指導、助言等

――家庭に対する思いを汲み取る
親との交流状況の確認



経験して感じたこと

生活保護

• 自分より年上の方への支援、対応方法の難しさ

• 生活保護は他法他施策優先のため、幅広い知識が必要

こども家庭センター

• 「こどもの最善の利益」と「親支援」の難しさ

• 多関係機関・専門職などチームで仕事をするため

意見のとりまとめや調整、判断力が必要
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受験対策

一次試験

• 数的推理、判断推理をしっかり把握しておく

• 神戸市が独自に行っている福祉政策についても、

HPなどをチェックしておく
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二次・三次試験

• まずはキャリアカウンセラーや先生に相談を！！
• 面接ノートを作る
• 面接・論文ともに、練習を繰り返すことで緊張が

和らぎ、よりよい内容に
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（採用）
・昭和31年度より採用開始

・福祉の経験や資格は不問

・社会人採用、特別枠採用あり

（サポート）
★福祉職元気アップ委員会
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「もう一度聞きたいな」
「もっと詳しく聞きたいな」

…その他、なんでも結構です。

どうぞ遠慮なくご質問ください。
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26

みなさんの働きたい職場が、
見つかりますように。


